














Japan’s Traditional Religion and Social Capital 
















This article explores the understudied relationship between social capital and 
religion in Japan, focusing on one of its traditional religions ― Shintoism. Using an 
original survey of support members of a Shinto shrine, it examines the relation 
between religious attitudes, which include faith and religious activity participation, and 
social capital generators: networks, reciprocity and trust. The results indicate that both 
faith and frequency of religious activity participation are positively related to 
community interaction, neighborhood association attendance and people’s trust. It is 
also found that the frequency of participation in religious activity is positively related 
to the number of networks, though faith is not related to that. 
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参加者の方が宗教に参加しない者より多いこと［Nemeth and Luidens 2003］、
また宗教活動への参加は宗教系のボランティア・寄付のみならず非宗教系
のボランティア・寄付を増やす可能性があることが指摘されている






















































































るのも事実である。2010 年時点で日本には約 17 万 5 千の宗教法人が存在し、
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その内訳は神道が 8 万 3 千、仏教が 7 万 5 千、キリスト教が 3 千などであ
り、宗教の信者は、神道が 9 千 6 百万人、仏教が 4 千 5 百万人、キリスト
教が 9 万 8 千人となっている［文化庁 2012］。額面通りとすると、日本人
の成人のほぼすべてが神道の信者、ほぼ半分が仏教の信者という計算にな






















結束が重要であった［國學院大學日本文化研究所 1999: 12-13］(6)。 
全国的な神社の調査が行われた明治期の状況を見ると、社格制度の基底
を構成していたのは「村の鎮守」（村社や無格社などの諸社）であり、1890
年の神社総数は官社 162 に対して諸社 193,079 であり、このうち 52,423 は
村社、136,732 は無格社であった。その後神社の統廃合が進められ 1930 年
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年時点で「自分の氏神を知っている」という回答は 65.1％で 3 人中 2 人に
上る。また神社の意義として「地域の人々を守ってくれている」という回







実際、2010 年時点で全国の神社の神職は 2 万人あまりであるのに対して、





また東北 6 都市の町内会を対象とした調査によると、山形市では 37.5%、
日本の伝統宗教とソーシャル・キャピタル：金谷信子 
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本報告で用いる調査は、西日本の X 県 Y 町（人口 1 万 6 千人）の M 地区
にある T 神社の氏子を対象として実施されたものである。Y 町は瀬戸内海
に面した町で、周辺の工業地帯のベッドタウンとなっており、人口は 1960
年代からほぼ変化していない。地方都市の郊外であり農村地帯とは異なる。
この T 神社には M 地区の 2245 戸のうち 1596 戸（71％）の氏子が組織化さ
れており、伝統的な宗教活動が今日においても継続している(8)。 




















であり、2012 年 8 月～9 月に実施された。回答数は 450（回収率 81.8%）、
有効回答数も 450 であった。 
3.3 回答者の属性 
回答者の主な属性は、表 1 のとおりである。性別は、男性が 46.7%で、女
性が 52.7%でほぼ半数ずつである。年齢は 50 歳～69 歳が 51.1%、70 歳以上
が 30.2%で、中高年と高齢者で 8 割を占め、全国平均（2012 年時点で 65 才
以上が 20％）より相当に高齢化した地域である。また地域の在住期間は、
30 年～39 年が 19.1%、40 年以上が 49.1%で、当地で人生の半分以上を過ご
してきた住民が多いといえる。 
 
表 1 回答者の主な属性 
性別 男性 46.7% 女性 52.7%  
年齢 30 歳未満 1.8% 30 歳~49 歳 16.4% 50 歳～69 歳 51.1% 70 歳以上 30.2% 
居住年数 20 年未満 20.9% 20 年～29 年 10.4% 30 年～39 年 19.1% 40 年以上 49.1% 
 




































スポーツのサークル」が 23.6%、「PTA や青少年育成団体」が 8.0％、「左記
以外のボランティア団体」が 5.6%などであった。 
信頼に関しては、地域の人に対する信用度を 0 点から 6 点で評価しても
らったところ、「6 点」が 13.3%、「5 点」が 25.3%、「4 点」が 26.0%、「3 点」
が 22.7%であった。「4 点」以上の回答を「どちらかと言えば、信用できる
と考える」とすると 64.7%となる。 
これらの T 神社調査の結果を、類似の全国的調査結果と比較すると表 2































表 2 伝統宗教に対する信仰心の比較 
 T 神社調査 ISSP 国際比較調査 
毎日（または頻繁に）神仏を
拝む 
   42.7% 仏壇 23％ 神棚 11％ 
時々（または気が向くとき）
神仏を拝む 
   40.4% 仏壇 44% 神棚 39％ 
  出典：T 神社調査、西［2009］から作成 
 
表 3 互酬性・ネットワークおよび信頼度の比較 
 T 神社調査 全 国 的 な 調 査     （調 査 名）





自治会・老人会    54.4%  35.5% 明るい選挙推推進協会「第
22 回参議院議員通常選挙
の実態」  


































信頼度の評価点（0 点から 6 点） 
 
以上の(1)または(2)の項目と、(4)～(6)の項目の相関関係の分析を行う。検
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ワーク数１の人の割合が、信仰心の程度に関わらず最も多い。ただネット
ワーク数 0の人の割合は、信仰心の程度が１の人の 29.6％、同 2の人の 20.3％、
同 3 の人の 15.1％であり、信仰心の程度が弱いほどネットワーク数が少な
い傾向がある。しかし両者の間には、統計的に有意な関係はない。 
信仰心の程度とネットワーク種別の参加率の関係は表 6 のとおりである。
自治会・老人会の参加率は、信仰心の程度 1 の人は 47.9％、信仰心の程度 2





最も多い評点を見ると、信仰心の程度が 1 の人は 3 点(39.1％)、同 2 の人は












1 (殆どない) 5.8% 1.1% 0.0%
2 (会った時に挨拶する程度) 62.3% 45.0% 22.6%
3 (気軽に話し合えるような付き合い) 29.0% 45.6% 63.7%
4 (何かに付けて相談したり助け合う) 2.9% 8.3% 13.7%
合計 100.0% 100.0% 100.0%
n (計 439） 69 180 190












ネットワーク数 0 29.6% 20.3% 15.1%
1 43.7% 62.6% 63.0%
2 26.8% 17.0% 21.9%
計 100.0% 100.0% 100.0%
n（計 445） 71 182 192
同順位補正相関係数=0.071  同順位補正Ｚ値=1.492  同順位補正 P 値=0.1357 
 




















自治会・老人会参加率 47.9% 46.7% 65.1% 0.165 3.470 0.001 ***
V 団体参加率 4.2% 5.5% 5.7% 0.019 0.400 0.689 
趣味団体参加率 22.5% 25.8% 22.4% -0.018 -0.372 0.710 
n(計 445） 71 182 192       
 








信頼度 0 1.4% 1.2% 0.6%
1 0.0% 2.9% 1.7%
2 7.2% 4.1% 1.7%
3 39.1% 26.7% 16.3%
4 20.3% 29.1% 29.2%
5 23.2% 25.0% 31.5%
6 8.7% 11.0% 19.1%
計 100.0% 100.0% 100.0%
平均 3.8 4.0 4.4 
n (計 419) 69 172 178
同順位補正相関係数=0.212  同順位補正Ｚ値=4.343  同順位補正Ｐ値(両側確率)＝0.000*** 
 















場合が 33.0％で最も多い。ネットワーク数 2 の人の割合を神社活動の頻度





る。自治会・老人会の参加率は、神社活動の頻度 1 の場合は 35.8％、神社























週 1 日 
1（殆どない） 61.2% 35.1% 27.3% 26.5% 33.3%
2（会った時に挨拶
する程度） 
31.1% 55.1% 61.0% 61.2% 44.4%
3 (気軽に話し合える
ような付き合い) 
3.9% 9.2% 10.4% 12.2% 22.2%
4 (何かに付けて相
談したり助け合う） 
3.9% 0.5% 1.3% 0.0% 0.0%
合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
n (計 432） 103 185 77 49 18
順位補正相関係数=0.222 順位補正Ｚ値＝4.618 順位補正Ｐ値(両側確率)=0.000*** 
 











週 1 日 
ネットワーク数 0 33.0% 18.2% 5.2% 8.0% 16.7%
1 56.6% 59.9% 63.6% 70.0% 55.6%
2 10.4% 21.9% 31.2% 22.0% 27.8%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
平均 0.8 1.0 1.3 1.1 1.1 
n（計 438） 106 187 77 50 18
同順位補正相関係数=0.234  同順位補正Ｚ値=4.901  同順位補正 P 値=0.000*** 
 



























自治会・老人会 35.8% 59.9% 68.8% 64.0% 50.0% 0.191 3.997 0.000 ***
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体 2.8% 5.9% 7.8% 8.0% 0.0% 0.056 1.165 0.244 
趣味・ｽﾎﾟｰﾂｻｰｸﾙ 17.9% 26.7% 24.7% 26.0% 16.7% 0.041 0.866 0.387   
n(計 438） 106 187 77 50 18         
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週 1 日 
0 2.0% 0.6% 1.4% 0.0% 0.0%
1 1.0% 3.4% 0.0% 0.0% 7.1%
2 7.0% 2.8% 0.0% 4.2% 7.1%
3 37.0% 21.2% 23.0% 10.4% 14.3%
4 23.0% 31.3% 27.0% 33.3% 14.3%
5 24.0% 25.1% 35.1% 31.3% 50.0%
6 6.0% 15.6% 13.5% 20.8% 7.1%
計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
平均 3.7 4.2 4.3 4.5 4.1 
n (計 415) 100 179 74 48 14
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